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景
観
法
及
び
景
観
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
案
参
照
条
文

○

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）

（
抄
）

（
届
出
及
び
勧
告
等
）

第
十
六
条

景
観
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
省
令
（
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
に
あ

っ
て
は
、
景
観
行
政
団
体
の
条
例
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
為
の
種
類
、
場
所
、
設
計
又
は
施
行
方
法
、
着

手
予
定
日
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
景
観
行
政
団
体
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

建
築
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
若
し
く
は
移
転
、
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
又
は
色
彩
の
変
更
（
以
下
「
建
築
等
」

と
い
う
。
）

二

工
作
物
の
新
設
、
増
築
、
改
築
若
し
く
は
移
転
、
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
又
は
色
彩
の
変
更
（
以
下
「
建
設
等
」

と
い
う
。
）

三

都
市
計
画
法
第
四
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
行
為

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
と
し
て
景
観
計
画
に
従
い
景
観
行
政
団
体
の
条
例

で
定
め
る
行
為

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
項
の
う
ち
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
そ
の
旨
を
景
観
行
政
団
体
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

略

５

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
届
出
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
同
項
の
届
出
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
景
観
行
政
団
体
の

長
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

景
観
行
政
団
体
の
長
は
、
前
項
後
段
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
当
該
行
為
に
つ
い
て
の
制
限
に
適
合
す
る
よ
う
と
る
べ

き
措
置
に
つ
い
て
協
議
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

略
（
景
観
重
要
建
造
物
の
指
定
）

第
十
九
条

景
観
行
政
団
体
の
長
は
、
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
景
観
重
要
建
造
物
の
指
定
の
方
針
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
方
針
」
と
い
う
。

）
に
即
し
、
景
観
計
画
区
域
内
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
重
要
な
建
造
物
（
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
土
地
そ
の
他
の
物
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件
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
を
、
景
観
重
要
建
造
物
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
・
３

略

（
現
状
変
更
の
規
制
）

第
二
十
二
条

何
人
も
、
景
観
行
政
団
体
の
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
景
観
重
要
建
造
物
の
増
築
、
改
築
、
移
転
若
し
く
は
除
却
、
外
観
を
変
更
す

る
こ
と
と
な
る
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
又
は
色
彩
の
変
更
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
で
政
令

で
定
め
る
も
の
及
び
非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

略

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
景
観
行
政
団
体
の
長
に
協
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
現
状
変
更
の
規
制
）

第
三
十
一
条

何
人
も
、
景
観
行
政
団
体
の
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
景
観
重
要
樹
木
の
伐
採
又
は
移
植
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
通
常
の

管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
で
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

略
（
管
理
協
定
の
効
力
）

第
四
十
一
条

第
三
十
九
条
（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
管
理
協
定
は
、
そ
の
公
告
が
あ
っ
た
後
に
お

い
て
当
該
協
定
建
造
物
又
は
協
定
樹
木
の
所
有
者
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
景
観
協
定
の
効
力
）

第
八
十
六
条

第
八
十
三
条
第
三
項
（
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
公
告
の
あ
っ
た
景
観
協
定
は

、
そ
の
公
告
の
あ
っ
た
後
に
お
い
て
当
該
景
観
協
定
区
域
内
の
土
地
所
有
者
等
と
な
っ
た
者
（
当
該
景
観
協
定
に
つ
い
て
第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第

八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
意
を
し
な
か
っ
た
者
の
有
す
る
土
地
の
所
有
権
を
承
継
し
た
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も

の
と
す
る
。
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（
一
の
所
有
者
に
よ
る
景
観
協
定
の
設
定
）

第
九
十
条

略

２
・
３

略

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
景
観
協
定
は
、
認
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
以
内
に
お
い
て
当
該
景
観
協
定
区
域
内
の
土
地
に
二
以
上
の

土
地
所
有
者
等
が
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
時
か
ら
、
第
八
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
公
告
の
あ
っ
た
景
観
協
定
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る

景
観
協
定
と
な
る
。

○

屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
屋
外
広
告
物
」
と
は
、
常
時
又
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
看
板
、
立
看

板
、
は
り
紙
及
び
は
り
札
並
び
に
広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
等
に
掲
出
さ
れ
、
又
は
表
示
さ
れ
た
も
の
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
を
い
う
。

２

略
（
広
告
物
の
表
示
等
の
禁
止
）

第
三
条

都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
又
は
風
致
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る

地
域
又
は
場
所
に
つ
い
て
、
広
告
物
の
表
示
及
又
は
掲
出
物
件
の
設
置
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
章
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
美
観
地
区
、
風
致
地
区
又
は
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
又
は
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
建
造
物
の
周

囲
で
、
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
範
囲
内
に
あ
る
地
域
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た
地
域
及
び
同
法
第
八
十
三
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
地
域

三

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

た
森
林
の
あ
る
地
域

四

道
路
、
鉄
道
、
軌
道
、
索
道
又
は
こ
れ
ら
に
接
続
す
る
地
域
で
、
良
好
な
景
観
又
は
風
致
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
当
該
都

道
府
県
が
指
定
す
る
も
の

五

公
園
、
緑
地
、
古
墳
又
は
墓
地
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六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
都
道
府
県
が
特
に
指
定
す
る
地
域
又
は
場
所

２

都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
又
は
風
致
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
物
件

に
広
告
物
を
表
示
し
、
又
は
掲
出
物
件
を
設
置
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

橋
り
よ
う

二

街
路
樹
及
び
路
傍
樹

三

銅
像
及
び
記
念
碑

四

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
景
観
重
要
建
造
物
及
び
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
景
観
重
要
樹
木

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
都
道
府
県
が
特
に
指
定
す
る
物
件

３

都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
広
告
物
の
表
示
又
は

掲
出
物
件
の
設
置
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
広
告
物
の
表
示
等
の
制
限
）

第
四
条

都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、
若
し
く
は
風
致
を
維
持
し
、
又
は
公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
広
告
物
の
表
示
又
は
掲
出
物
件
の
設
置
（
前
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
よ
り
そ
の
表
示
又
は
設
置
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
制
限
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
広
告
物
の
表
示
の
方
法
等
の
基
準
）

第
五
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
は
、
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、
若
し
く
は
風
致
を
維
持
し
、
又
は
公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
条
例
で
、
広
告
物
（
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
よ
り
そ
の
表
示
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

。
）
の
形
状
、
面
積
、
色
彩
、
意
匠
そ
の
他
表
示
の
方
法
の
基
準
若
し
く
は
掲
出
物
件
（
同
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
よ
り
そ
の
設
置
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
形
状
そ
の
他
設
置
の
方
法
の
基
準
又
は
こ
れ
ら
の
維
持
の
方
法
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）

（
抄
）

（
費
用
の
負
担
及
び
補
助
）

第
十
四
条

略
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２

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
歴
史
的
風
土
保
存
計
画
に
基
づ
い
て
行
な
う
歴
史
的
風
土
の
維
持
保
存
及
び
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
法
律
第
二
十
号
）

（
抄
）

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
）

第
一
条

略

２
・
３

略

４

国
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
次
に
掲
げ
る
貸
付
け
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
当
該
貸

付
け
に
必
要
な
資
金
（
第
一
号
又
は
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貸
付
け
に
必
要
な
資
金
の
二
分
の
一
以
内
）
を

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
四

略

五

施
行
地
区
の
全
部
又
は
一
部
が
景
観
計
画
区
域
（
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
景
観
計
画
区
域

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
含
ま
れ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
で
、
施
行
地
区
の
面
積
（
施
行
地
区
の
一
部
が
景
観
計
画
区
域
に
含

ま
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
施
行
地
区
の
面
積
及
び
施
行
地
区
内
の
景
観
計
画
区
域
の
面
積
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
公
共
施
設
の
種
類
及
び

規
模
等
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
施
行
す
る
個
人
施
行
者
又
は
土
地
区
画
整
理
組
合
に
対
す
る
当
該
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す

る
費
用
で
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
の
も
の
に
充
て
る
た
め
の
無
利
子
の
資
金
の
貸
付
け

六

土
地
区
画
整
理
事
業
（
第
一
号
、
第
三
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
で
、
施
行
地
区
の
面
積
、
公
共
施
設
の
種
類
及
び
規
模
等
が

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
施
行
者
（
土
地
区
画
整
理
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
施
行
者
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
保
留
地
（
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
換
地
と
し
て
定
め
な
い
土
地
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
募
し
て
譲
渡
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
施
行
者
又
は
施
行
者
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
組
合
の
組
合
員
が
出
資
し
て
い
る
法
人
で

政
令
で
定
め
る
も
の
に
取
得
さ
せ
る
と
き
の
当
該
法
人
に
対
す
る
当
該
保
留
地
の
全
部
又
は
一
部
の
取
得
に
必
要
な
費
用
で
政
令
で
定
め
る
範
囲
内

の
も
の
に
充
て
る
た
め
の
無
利
子
の
資
金
の
貸
付
け

５
～
７

略
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○

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）

（
抄
）

（
開
発
許
可
の
基
準
）

第
三
十
三
条

略

２
～
４

略

５

景
観
行
政
団
体
（
景
観
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
行
政
団
体
を
い
う
。
）
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
る
場
合
に

お
い
て
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
景
観
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
同
条
第
一
項
の
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た

開
発
行
為
に
つ
い
て
の
制
限
の
内
容
を
、
条
例
で
、
開
発
許
可
の
基
準
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
～
８

略

○

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）

（
抄
）

（
緑
化
率
）

第
三
十
五
条

略

２
～
５

略

６

一
か
ら
建
築
基
準
法
第
五
十
三
条
第
三
項

又
は
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
を
減
じ
た
数
値
か
ら
十
分
の
一
を
減
じ
た
数
値
が

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
緑
化
率
の
最
低
限
度
を
下
回
る
建
築
物
（
高
層
住
居
誘
導
地
区
、
高
度
利
用

地
区
、
特
定
街
区
又
は
都
市
再
生
特
別
地
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
高
層
住
居
誘
導
地
区
等
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
の
建
築
物
を
除
く
。
）
の

緑
化
率
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
景
観
地
区
内
の
建
築
物
（
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
以
外
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
当
該
一
か
ら
同
法
第
五
十
三
条
第
三
項

又
は
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
を
減
じ
た
数
値
か
ら

十
分
の
一
を
減
じ
た
数
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
景
観
地
区
内
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
当
該
数
値
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

市
町
村
長
が
定
め
る
建
築
物
の
緑
化
率
の
最
低
限
度
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

建
築
物
の
敷
地
が
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
緑
化
率
に
関
す
る
制
限
が
異
な
る
区
域
の
二
以
上
に
わ
た
る
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
緑
化
率
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
区
域
の
建
築
物
の
緑
化
率
の
最
低
限
度
（
建
築
物
の
緑
化
率
に
関
す
る
制

限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
区
域
に
あ
つ
て
は
、
零
）
に
そ
の
敷
地
の
当
該
区
域
内
に
あ
る
各
部
分
の
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た

も
の
の
合
計
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

略

９

第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
七
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
六
条
第
三
項
若
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し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
六
条
の
二
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
八
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
建
築
物
に
つ
い
て
の
緑
化
率
の
最
低
限
度
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
四
十
七
号
）

（
抄
）

（
国
庫
負
担
金
）

第
六
十
三
条

法
第
百
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
費
用
の
額
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
費
用
の
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

公
共
施
設
（
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
運
河
及
び
公
共
物
揚
場
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
特
に
重
要
と
認
め
て
指
定
し
た
も
の
に
限
る
。

）
の
新
設
及
び
変
更
の
工
事
に
要
す
る
費
用

二

法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
物
等
の
移
転
及
び
除
却
の
工
事
に
要
す
る
費
用

三

整
地
工
事
に
要
す
る
費
用

四

法
第
九
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
建
築
工
事
に
要
す
る
費
用

五

前
各
号
に
掲
げ
る
工
事
に
要
す
る
機
械
器
具
費
及
び
工
事
雑
費

六

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
事
、
事
業
計
画
の
設
定
、
換
地
計
画
の
作
成
及
び
仮
換
地
の
指
定
に
必
要
な
測
量
に
要
す
る
費
用

七

法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
立
入
等
に
伴
う
損
失
の
補
償
、
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
等
の
移
転
等
に
伴
う
損
失
の
補
償

及
び
法
第
百
一
条
の
規
定
に
よ
る
仮
換
地
の
指
定
等
に
伴
う
損
失
の
補
償
に
要
す
る
費
用

八

国
土
交
通
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
法
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
減
価
補
償
金
に
充
て
る
費
用

九

権
利
調
査
、
土
地
等
の
評
価
、
換
地
設
計
書
の
作
成
、
仮
換
地
の
指
定
、
登
記
、
市
町
村
の
区
域
内
の
町
又
は
字
の
名
称
及
び
地
番
の
整
理
並

び
に
清
算
金
の
徴
収
及
び
交
付
に
要
す
る
費
用

十

給
料
、
旅
費
、
諸
手
当
、
備
品
費
、
消
耗
品
費
そ
の
他
の
一
般
事
務
費

２
・
３

略


